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司会：本日はお忙しい中を「放射線部会座談会」にご 

出席頂きましてありがとうございます。早速ですが、 

全国的に胃X線検査が減少している中で放射線技師は 

何をなすべき力、、また同時に「胃がん検診専門技師」 

が誕生しましたがその役割はどうするのか、教育制度 

の方法はどうするのか、など今、胃集検の現場には問 

題が山積しております。関東甲信越の放射線部会では 

これらの問題を取り上げ世話人会で論議を重ねて参り 

ました、本日は我々の周りを取り卷く諸問題について 

今まで放射線部会の代表をして来た石渡氏と、それを 

引き継いだ新代表の山岸氏に、そして全国の技師に関 

与している都築会長においで頂き、 

忌憚のないお話を伺いたいと思い 

す。 

司会を務めさせて頂きます大槻 

です、よろしくお願いいたします。 

それでは早速お三方に自己紹介を頂 

き進めてゆきたいと思います。 

石渡 

I 

大槻清孝 

(財)神奈川県労働衛生福祉協会が神奈川県知事 

の認可を受けた施設で昭和40年から勤務しております 

石渡で御座います。スタッフは200人で、放射線技師は 

嘱託を入れて19人です。22台の検診車のうち、胃部が 

10台で7万人ほど行っております。施設には、（：丁、 

マンモ、の他に胃の透視台が5台ありフル活動です。 

放射線部会への関与は、この3月で代表世話人の任期 

が終りホッとしているところです。 

山岸：私の施設は石渡前代表の10分の1程度ですが職員 

数は36名おり放射線技師は3名です。年間胃部で12,000 

名胸部で2万名ほどの検診を実施している施設です。 

職場は全体的に和が良好で全員和気藹々として仕事に 

取り組んでいる施設として自負しております。この4 

月から放射線部会の代表世話人に選任されました。 

都築：私は慶應義塾大学病院で消化管撮影を担当して 

います。 

慶應大学病院は技師が62名、検査技師4名でエコー、 

を含む放射線検査業務を行っていて、消化管撮影 

は3台の専用撮影装置を使用して、一日約40名ほどの 

上部、下部消化管検査を行っています。私は、放射線診 

断科6ヶ月研修医と一緒に下部消化管検査を主に担当 

しています。 

また、現在、全国消化器画像診断情報研究会の会長を 

勤めていまして、今回はその会長としての立場でこの 

座談会に参加させて頂いています。 

司会：現在までの放射線部会の活動内容と組織運営な 

どについてと今後のあり方について伺います。 

石渡：平成9年4月に放射線部会の 

三代目代表世話人を仰せつかってか 

ら三期6年間を世話人各位の協力を 

得て、この3月末を持ちまして無事 

任期を終了することができました。 

この場をお借り致しまして関係各位一 

に御礼申し上げます。在任中は月1石渡良徳 

回の世話人会を定例化し、事業計画に添つて学術総会、 

造影技術研修会、各種委員会を開催して参りました。 

重責ある代表世話人を引き受けたとき、胃がん検診の 

ために何か目標とするものはないか、と思っていたと 

ころ、平成2年に第23回放射線部会総会をお引き受け 

するに当たり、メインテーマとして「なぜ認、定技師が必 

要か」を掲げ、多数の参加者と討論した経験から、画 

質を向上させるためには何としても胃がん検診の高度 

な技術を備えた「認定技師」を誕生させたい、と願つ 

ておりました。幸い、関東甲信越で「認定制度」確立 
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に向けて作業することになり、その後日本消化器集団 

検診学会で取り上げられ、その委員の一員として作業 

に参加し「認定制度」の確立を見届けて参りました。 

第一回目の認定試験を平成13年度に行い899名の合格者 

を出し、翌年の第二回には190名が合格し1,089名の「胃 

がん検診専門技師」力
5
胃がん検診の場で活躍している 

ことは喜ばしい限りです。また、この第23回放射線部 

会総会で初めての「市川平三郎賞」の授与式が行われた 

ことも記念すベきことであり、現在も放射線部会総会 

の場で最優秀技術賞と共に貢献した技師に対して表彰 

して参りました。次に、毎年行っている「消化管造影 

技術研修会」は毎回80名を下らない受講生を確保し、 

この2月には第25回を終了し、延べ2,175名の卒業生と 

なりました。全国を掘り下げた募集方法がボイントで 

あり、研修委員等の地味な活動が功を奏した結果だと 

思います。 

昭和47年に放射線技師部会が発足した当時は、X線写 

真の質的向上の必要性について論議し始められた時期 

でありました。当時の諸先輩達のご苦労を基に、現在 

も継続的に世話人会が開催されており、徐々に世話人 

の数も増え、各県の会員の把握がようやくできる時代 

になって参りました。世話人はもつと活発な意見を出 

して、論議に参加することが必要ですし、一部の世話 

人のみの論議に終始するような世話人会では意味があ 

りません。今後のあり方については、胃集検現場の問 

題点を掘り下げながら、全国をリードする関東甲信越 

の放射線部会はもっと大きな視野に立って胃集検を論 

じる必要を感じます。認定制度一つをとつても「これ 

でいいのか！」「どうすれば胃集検を守る事ができるの 

か！」など現状を喝破するィンパクトカ;ほしレ、です。 

次期代表世話人には、全国の技師と一緒に胃集検の現 

状に対する危機を脱却するための方策と技師自体の意 

識高揚を目的に掲げ、関東の放射線部会をリードして 

いただければ、と願っております。 

山岸：初代木村、2代斉藤、3代石渡そして4代を私 

が担当するわけですがこれらの皆さんの業績は偉大な 

るものがあり、これらを認識して世 

話人会を開催して参りたいと考えて 

おります。ちなみに各方面から指摘 

を受けております放射線技師はまと 

まりがないと言われているがこれを 

まとめるよう世話人の皆様と努力し 

て参りたいと思います。出る釘は少山汗忠好 

し打ち新しい芽を育てて参りたい、第35回の山梨総会 

においても申し述べたように歴史上の人物である秀吉 

の「鳴かせてみせよう時鳥」の精神で部会の事業を遂 

行して参りたい。放射線部会の会員760名と聞いており 

ますが多少、費用はかかりますが各県代表の世話人と 

のコミニュケーションを何らかの形で構築させたい。 

そして会員の意見を頂き部会運営に反映してゆきたい。 

運営面でも民主的に意見を遵守して副代表始めとして 

世話人の皆さんと検討して部会を発展させてゆきたい 

と考えています。 

都築：「日消画研」創立にあたり、関東甲信越地方会# 

放射線部会が大きな力を発揮されたことはご存知のと 

おりですが、今後、放射線部会の理想的な運営方法に 

ついて考えたとき、地方会としての目的,役割を明確に 

する事が重要だと考えます。規約には、関東甲信越地 

方の消化器集団検診の向上発展を図るとあります。言 

い換えれば、救命できるがんの発見によって国民医療 

の発展に寄与することを目的にしていると思います。 

もう一つは、全国の放射線技師の指導的立場にあるこ 

とを自覚することが重要で、その意味では精度管理、 

撮影技術の向上を全国レベルで押し上げていく重要な 

ことだと思います。 

先ほど石渡さんより認定技師の話 

がありました力人これからは医師に 

代わり放射線技師が消化管撮影技術 

を身に付けるということです力5、 ^0 

体の放射線技師の状況をみると、真 

剣にやろうとする技師、適当にやろ 

都築史郎うとする技師が存在するという弱点 
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